
第６学年算数科学習指導案
日 時 平成１６年９月２８日 ６校時

児 童 男子６名 女子９名 計１５名

指導者 雨 森 英 明

「５ 分数のかけ算とわり算を考えよう」１ 単元名

２ 単元の目標

○分数の乗除計算の意味とその計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を伸ばす。

［関心・意欲・態度］ ・分数の乗除計算のしかたを，既習の分数の性質，計算と関連づけ

て考えようとする。

［数学的な考え方］ ・既習の分数の性質，計算と関連づけて，分数の乗除計算のしかた

を考えようとする。

［表現・処理］ ・分数の乗除計算ができる。

［知識・理解］ ・分数の乗除計算の意味やその計算のしかたを理解する。

３ 単元について

（１）系統

（２）教材について

本単元は分数について学習する最後の単元となる。児童は第６学年になり分数の加

法，減法について学習しており，本単元で乗法，除法を学習し，分数についてのすべ

ての計算を身につけることになる。本単元の学習を支える力としては，面積図で表す

こと，数直線で表すこと，約分すること，単位の考えを用いること等があり，様々な

力を活用して学習していく内容となっている。

単元の流れとしてはまず，分数に整数をかける計算では真分数×整数について，数

直線や，面積図を手がかりに単位分数に着目させ，整数×整数に帰着できるようにさ

。 ，せている 分数を整数でわる計算では単位分数に着目して分子を整数でわる方法から

等しい分数の考えを生かして分母に整数をかける方法へと解決の仕方を発展させてい

る。

次に分数をかけることの意味と計算のしかたについて学習をする。分数をかけるこ



との意味指導では数直線，言葉の式を手がかりに，整数をかける場合と乗数が分数で

も整数でも数量関係は同じであるということに着目させ立式させる。

分数で割ることについて，数直線，言葉の式を手がかりに分数の意味理解を図り計

算の仕方をまとめていく。

分数の活用場面として「１時間は６０分である」ということを基にして，分を時で

表したり，時を分で表すことを学習する。特に時と分の関係では小数で表すより分数

で表す方が有効である。この学習を通して速さの公式を使う計算などが簡単にできる

ようになる。

（３）児童の実態

レディネステストの結果を見ると，既習事項である加法，減法については約分を忘

れてしまう児童が数人いたが，全体的には定着している。しかし 「１ は□が３個集， ℓ

まったかさです 」という問題の正答が４人，等しい分数作りの問題で６＝□／１と。

いう問題は正答が１０人という結果から，既習事項を応用する問題では十分思考力が

育っているとは言い難いことが分かる。

また，本単元で学習する分数の乗法，除法についてはほとんど全員の児童にとって

初めて触れる内容となっている。

日常の様子から，児童は算数を何とか分かりたい，できるようになりたいという気

持ちを強くもっており，算数が苦手であるという児童も含めて，ドリル学習，問題集

等には意欲的に取り組み学習意欲は高いといえる。

（４）指導にあたって

本単元の指導にあたっては，全体を通して，本単元の中での既習事項，本単元以外の

既習事項等を十分活用できるように指導していきたい。

児童にとって，分数をかける，分数で割るということはイメージすることが非常に難

しい内容だと思われる。そこで，面積図や数直線を使い，分数×整数，分数÷整数の意

味理解を十分に図り，実際の計算と結びつけて学習を進めていきたい。また，分数×分

数，分数÷分数では分数をかけることの意味は面積図や数直線を使い理解を深めていき

たい。また単に計算のしかたを暗記するのではなく，図や数直線と結びつけて理解をさ

せていきたい。



４ 指導計画と評価基準
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期 月
小
単
元

・分数×整数の意味を根拠を
明らかにして説明したり、計
算のしかたを数直線図や図な
どを用いて考えようとしてい

Ａ

・分数×整数の計算のしかたを、単位分
数のいくつ分ととらえ、整数の乗法に帰
着して考え、図などを使って説明できる Ａ

・分数×整数の計算の意味を
理解し、正確に計算すること
ができる

Ａ

・分数に整数をかける計算の
意味や分数×整数の計算のし
かたを正しく理解し、わかり
やすく説明できる

Ａ

2h

・分数×整数の計算のしかた
を図などを用いて考えようと
している

Ｂ

・分数×整数の計算のしかた
を、単位分数のいくつ分とと
らえ、整数の乗法に帰着して
考えている

Ｂ

・分数×整数の計算ができる

Ｂ

・分数に整数をかける計算の
意味や分数×整数の計算のし
かたを理解している

Ｂ

・児童と図の意味を一緒に考
える Ｃ

１／５のいくつ分になるかを
つかませる Ｃ

・分数計算のしかたを唱えさ
せ計算できるようにする。 Ｃ

・図を通して式と計算の意味
を理解させる Ｃ

Ａ

・分数の乗法の計算のしかた
をよく考え、約分のよさや約
分のしかたを筋道立てて説明
できる

Ａ

・約分のある乗法計算を式を
見て約分できるかどうか判断
し、正確に計算することがで
きる

Ａ Ａ

1h Ｂ

・分数の乗法の計算のしかた
を筋道立てて説明できる Ｂ

・約分のある乗法計算ができ
る Ｂ Ｂ

Ｃ

・途中で約分すると簡単に計
算できることに気づかせる。 Ｃ

・計算のしかたを唱えさせな
がら計算させ約分に気づかせ
る。

Ｃ Ｃ

・分数÷整数の意味を根拠を
明らかにして説明したり、数
直線図や図などを用いて考え
ようとしている

Ａ

・分数÷整数の計算のしかたを、単位分
数のいくつ分ととらえ、整数の除法に帰
着して考え、図などを使って説明できる Ａ Ａ

・分数を整数でわる計算の意
味や分数÷整数の計算のしか
たを正しく理解し、わかりや
すく説明できる

Ａ

1h

・分数÷整数の計算のしかた
を図などを用いて考えようと
している

Ｂ

・分数÷整数の計算のしかた
は、単位分数のいくつ分とと
らえ、整数の除法に帰着して
考えている

Ｂ Ｂ

・分数を整数でわる計算の意
味を理解している Ｂ

・図の意味を説明し計算のし
かたを考えさせる。 Ｃ

・１／５がいくつ分かを図を
元に考えさせる。 Ｃ Ｃ

・図を通して式と計算の意味
を理解させる。 Ｃ

項 関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
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「分数のかけ算とわり算
を考えよう」の評価規準

分数の乗除計算のしかたを、既
習の分数の性質、計算と関連づけ
て考えようとする

既習の分数の性質、計算と関連
づけて、分数の乗除計算のしかた
を考えようとする

分数の乗除計算ができる 分数の乗除計算の意味やその計
算のしかたを理解する

分
数
の
か
け
算
と
わ
り
算

評価規準
・分数×整数の計算のしかたを図
などを用いて考えようとしている

・分数×整数の計算のしかたを、
単位分数のいくつ分ととらえ、整
数の乗法に帰着して考えている

・分数×整数の計算ができる
・分数に整数をかける計算の意味
や分数×整数の計算のしかたを理
解している

分数×整数

具
体
の
評
価
規
準

評価規準
・分数の乗法の計算のしかたを筋
道立てて説明できる

・約分のある乗法計算ができる

分数×整数（約
分）

具
体
の
評
価
規
準

評価規準
・分数÷整数の計算のしかたを図
などを用いて考えようとしている

・分数÷整数の計算のしかたは、
単位分数のいくつ分ととらえ、整
数の除法に帰着して考えている

・分数を整数でわる計算の意味を
理解している

分数÷整数(1)

具
体
の
評
価
規
準

分
数

評価規準

・分数÷整数の計算は、分母と分
子に同じ数をかけてから整数でわ
れば、どんな場合でもできること
に気づいている

・分数÷整数の計算ができる
・分数÷整数の計算のしかたを理
解している



Ａ

・分数÷整数の計算は、同じ大きさの分
数にするために分母と分子に同じ数をか
けてから整数でわれば、どんな場合でも
できることに自分で気づき、わかりやす
く説明できる

Ａ

・分数÷整数の計算のしかた
をよく理解し、正確に計算す
ることができる

Ａ

・分数÷整数の計算のしかた
を正しく理解し、適切に説明
できる

Ａ

1h Ｂ

・分数÷整数の計算は、分母と分
子に同じ数をかけてから整数でわ
れば、どんな場合でもできること
に気づいている

Ｂ

・分数÷整数の計算ができる

Ｂ

・分数÷整数の計算のしかた
を理解している Ｂ

Ｃ

・児童と一緒に計算をやり気
づかせる Ｃ

・計算のしかたを唱えさせて
やらせる Ｃ

・図を通して式と計算の意味
を理解させる Ｃ

・真分数×真分数の計算のしかたを図を
用いて既習の分数×整数、分数÷整数の
計算と関連づけて考え、説明しようとし
ている

Ａ

・既習の分数×整数、分数÷整数の計算
をもとにして、図や言葉の式を使って真
分数×真分数の計算のしかたを考え、答
えを導き出している

Ａ

・真分数×真分数の計算のし
かたをよく理解し、正確に計
算することができる

Ａ

・分数に分数をかける計算の
意味や計算のしかたをよく理
解し、わかりやすく説明して
いる

Ａ

2h

・真分数×真分数の計算のし
かたを図を用いて既習の分数
×整数、分数÷整数の計算と
関連づけて考えようとしてい

Ｂ

・既習の分数×整数、分数÷
整数の計算をもとにして、真
分数×真分数の計算のしかた
を考えている

Ｂ

・真分数×真分数の計算がで
きる Ｂ

・分数に分数をかける計算の
意味や計算のしかたを理解し
ている

Ｂ

・線分図や，言葉の式を使っ
てとらえられるようにする Ｃ

・面積図を使って計算のしか
たを考えさせる Ｃ

・計算のしかたを唱えさせな
がら計算をさせる Ｃ

・図を通して式と計算の意味
を理解させる Ｃ

・既習をもとに計算の途中で約分できる
ときは、約分すると簡単にできることの
よさを発表し、約分してから計算しよう
としている

Ａ Ａ

・途中で約分できる計算、整
数×分数の計算のしかたをよ
く理解し、正確に計算するこ
とができる

Ａ Ａ

2h

・計算の途中で約分できると
きは、約分すると簡単にでき
ることのよさに気づき、約分
してから計算しようとしてい

Ｂ Ｂ

・途中で約分できる計算、整
数×分数の計算ができる Ｂ Ｂ

・計算の途中で約分ができる
ことを教え気づかせる Ｃ Ｃ

・計算のしかたを唱えさせ，
約分できることに気づかせ計
算させる

Ｃ Ｃ

・既習の整数、小数の計算法則を
もとにして分数の場合にも計算法
則が成り立つことを自分で調べ、
正しく説明できる

・辺の長さが分数の場合も、
面積を求める公式が適用でき
ることを理解し、図などを
使ってわかりやすく説明でき
・数が分数の場合も、交換、結合、分配
の法則が成り立つことを理解し、計算法
則を用いて工夫して計算することができ
る

・既習の整数、小数の計算法則を
もとにして分数の場合にも計算法
則が成り立つことを説明できる

・辺の長さが分数の場合も、
面積を求める公式が適用でき
ることを理解している

・数が分数の場合も、交換、
結合、分配の法則が成り立つ
ことを理解している
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数
の
か
け
算
と
わ
り
算

分数÷整数(2)

具
体
の
評
価
規
準

2

8

分
数
の
か
け
算

評価規準

・真分数×真分数の計算のしかた
を図を用いて既習の分数×整数、
分数÷整数の計算と関連づけて考
えようとしている

・既習の分数×整数、分数÷整数
の計算をもとにして、真分数×真
分数の計算のしかたを考えている

・真分数×真分数の計算ができる
・分数に分数をかける計算の意味
や計算のしかたを理解している

真分数×真分数

具
体
の
評
価
規
準

評価規準

・計算の途中で約分できるとき
は、約分すると簡単にできること
のよさに気づき、約分してから計
算しようとしている

・途中で約分できる計算、整数×
分数の計算ができる

分数×分数・整
数×分数（約
分）

具
体
の
評
価
規
準

9

評価規準

面積の公式の適
用・計算法則

1h

具
体
の
評
価
規
準

・既習の整数、小数の計算法則を
もとにして分数の場合にも計算法
則が成り立つことを説明できる

・辺の長さが分数の場合も、面積
を求める公式が適用できることを
理解している

・数が分数の場合も、交換、結
合、分配の法則が成り立つことを
理解している

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ



・実際に計算をさせ，計算法
則がなるたつことをつかませ
る

・面積図を用いて辺の長さが
分数でも公式が成り立つこと
を理解させる

・実際に計算をさせ，計算法
則が成り立つことを理解させ
る

・仮分数などいろいろな数の
組み合わせを考え、また、問
題づくりにも進んで取り組も
うとしている

Ａ Ａ

・分数の乗法計算のしかたを
よく理解し、正確に計算がで
きる

Ａ Ａ

2h

・いろいろな数の組み合わせ
を考えようとしている Ｂ Ｂ

・分数の乗法計算ができる

Ｂ Ｂ

・題意を説明し一緒に式をつ
くり意欲を持たせる Ｃ Ｃ

・既習事項を想起させ計算が
できるようにす Ｃ Ｃ

・分数の除法の意味を数直線
図などを用いて考え、説明し
ようとしている

Ａ

・数直線図や計算のきまりを用いて既習
の分数と整数の乗除計算をもとにして、
真分数÷真分数の計算のしかたを考え、
わかりやすく説明できる

Ａ

・真分数÷真分数の計算のし
かたをよく理解し、正確に計
算ができる

Ａ

・分数を分数でわる計算の意味や真分数
÷真分数の計算のしかた、真分数でわる
と商は被除数より大きくなることをよく
理解し、説明ができる

Ａ

2h

・分数の除法の意味を数直線
図などを用いて考えようとし
ている

Ｂ

・数直線図や計算のきまりを用いて既習
の分数と整数の乗除計算をもとにして、
真分数÷真分数の計算のしかたを考えて
いる

Ｂ

・真分数÷真分数の計算がで
きる Ｂ

・分数を分数でわる計算の意
味や真分数÷真分数の計算の
しかたを理解している

Ｂ

・線分図や，言葉の式を使っ
てとらえられるようにする Ｃ

・数直線図を用いて1/4m分の
重さを求めそれを使って1m分
の重さを求める計算を考えさ
せる

Ｃ

・真分数÷真分数の計算のし
かたを唱えさせて計算をさせ
る

Ｃ

・数直線図俊樹の関係をつか
ませ理解させる Ｃ

・既習をもとに計算の途中で約分できる
ときは、約分すると簡単にできることの
よさを発表し、約分してから計算しよう
としている

Ａ Ａ

・約分のしかたをよく理解
し、整数÷分数が正確に計算
できる

Ａ Ａ

2h

・計算の途中で約分できると
きは、約分すると簡単にでき
ることのよさに気づき、約分
してから計算しようとしてい

Ｂ Ｂ

・整数÷分数の計算ができる

Ｂ Ｂ

・計算の途中で約分ができる
ことを教え気づかせる Ｃ Ｃ

・計算のしかたを唱えさせて
計算させる Ｃ Ｃ

Ａ Ａ

・３口の分数の乗除混合計算
のしかたをよく理解し、速
く、正確に計算ができる

Ａ

・３口の分数の乗除混合計算
のしかたを理解し、３つの分
数を一度に計算することを説
明することができる

Ａ

1h Ｂ Ｂ

・３口の分数の乗除混合計算
ができる Ｂ

・３口の分数の乗除混合計算
のしかたを理解している Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
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分
数
の
か
け
算

評価規準

練習・チャレン
ジ

具
体
の
評
価
規
準

分
数
の
わ
り
算

評価規準

真分数÷真分数

具
体
の
評
価
規
準

・分数を分数でわる計算の意味や
真分数÷真分数の計算のしかたを
理解している

・いろいろな数の組み合わせを考
えようとしている

・分数の乗法計算ができる

・整数÷分数の計算ができる

・分数の除法の意味を数直線図な
どを用いて考えようとしている

・数直線図や計算のきまりを用いて既習の分
数と整数の乗除計算をもとにして、真分数÷
真分数の計算のしかたを考えている

・真分数÷真分数の計算ができる

分数÷分数・整
数÷分数（約
分）

具
体
の
評
価
規
準

評価規準
・３口の分数の乗除混合計算がで
きる

・３口の分数の乗除混合計算のし
かたを理解している

評価規準

・計算の途中で約分できるとき
は、約分すると簡単にできること
のよさに気づき、約分してから計
算しようとしている

３口の分数の乗
除混合計算

具
体
の
評
価
規



Ｃ Ｃ

・３口の分数の乗除計算をか
け算だけの式になおさせ計算
させる

Ｃ

・３口の分数の乗除混合計算
はかけ算だけの式にすればで
きることを教え理解させる

Ｃ

Ａ Ａ

・分数の除法計算のしかたを
よく理解し、正確に計算がで
きる

Ａ Ａ

1h Ｂ Ｂ

・分数の除法計算ができる

Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ

・分数の除法についての既習
事項を想起させる Ｃ Ｃ

Ａ Ａ

・時間を正しく分数表示する
ことができ、問題を解決する
ことができる

Ａ

・時間を分数表示するしかた
を理解し、図や数直線図を
使って説明できる

Ａ

2h Ｂ Ｂ

・時間を分数表示することが
できる Ｂ

・時間を分数表示するしかた
を理解している Ｂ

Ｃ Ｃ

・図や数直線図を使い分数表
示させる Ｃ

・図や，周直線図を使い分数
表示すると言うことの意味を
理解させる

Ｃ

Ａ

・なぜ除数をひっくり返してかけるのか
ということをわり算の性質を効果的に
使って、除法の計算のしかたをわかりや
すく説明できる

Ａ

・分数の乗法計算，除法計算
を速く正確にできる Ａ Ａ

2h Ｂ

・わり算の性質を用いて、除
法の計算のしかたが説明でき
る

Ｂ Ｂ

Ｃ

・わり算の性質その用い方を
教え説明できるようにする Ｃ

・既習事項を想起させたり，
計算のしかたを唱えさせたり
して正確にできるようにする

Ｃ Ｃ

・既習を活用し、数量関係を
数直線図などに表すなどし
て、どんな式で解決すればよ
いかを考え、説明しようとし

Ａ Ａ

・問題文から必要な条件や情
報を読み取り、適切な立式を
して、問題を正確に解決する
ことができる

Ａ Ａ

1h

・既習を活用して、どんな式
で解決すればよいかを考えよ
うとしている

Ｂ Ｂ

・適切な立式をして、問題を
解決することができる Ｂ Ｂ

・数直線図をかき題意をつか
ませる，既習事項を活用させ
る

Ｃ Ｃ

・数直線図をかき題意を理解
させ立式させ問題を解決させ
る

Ｃ Ｃ

規
準

評価規準 ・分数の除法計算ができる

練習

具
体
の
評
価
規
準

2 9

時
間
と
分
数

評価規準

時間と分数

具
体
の
評
価
規
準

ま
と
め

評価規準

まとめ
本時１／２

具
体
の
評
価
規
準

・時間を分数表示することができ
る

・時間を分数表示するしかたを理
解している

・わり算の性質を用いて、除法の
計算のしかたが説明できる

・分数の乗法計算，除法計算がで
きる

ど
ん
な
計
算
に
な
る
の
か
な

評価規準
・既習を活用して、どんな式で解
決すればよいかを考えようとして
いる

どんな計算にな
るのかな

具
体
の
評
価
規
準

・分数の乗法計算，除法計算がで
きる

・適切な立式をして、問題を解決
することができる



５ 本時の指導

（１）目標

・分数の乗法計算，除法計算を使う問題ができる（表現・処理）

（２）研究との関わり

本時は習熟・発展の段階の指導である。３口の分数乗除計算，色々な場面（面積，時

間 その他）等に習熟させる 。そこで，復習問題（計算，時間，文章問題）に取り組。

ませ，答え合わせを通して，児童個々の課題をはっきりもたせ 「計算を頑張りたい」，

「文章問題に取り組みたい」等，自分が本時でのばしていきたい内容を意識させる。ま

た，間違った問題についてはやり直しをし，間違えた問題と同じタイプの問題に取り組

ませることで，個に応じて理解の穴埋めを図る。やってみる段階においては，児童個々

の力に応じられるように，タイプ別に分数の３口コース，時間コース，文章問題コース

を設定し，それぞれのコースについて３問（程度）のプリントを難易度別に複数準備す

る。児童は自分の課題に向かってコースを選択し取り組むことになる。

まとめの段階では，自分の課題についてのまとめを行い，達成感や成就感，次時への

意欲をもてるようにしていきたい。

（３）展開

学習内容 学習活動 指導上の留意点

教師の働きかけ 児童の反応

つ １ 課題把握 ○課題作りのための既

か 習問題を解かせる。

む ・復習の問題です。や

り方を覚えているか確

認をしましょう。そし10

て，できないところが

あったら自分の弱点を ・既習の問題であるこ

しっかりと克服しまし とを知らせる

ょう。

・計算のしかた，理由

を説明させる。

，・１の３口の計算では

かけ算に直すところ，

約分をするところ，約

分した後の式を書くと

ころ，計算。２では立

式，答え。３では図，

立式，答え。つまずき

箇所を明らかにし，個

・分数の乗除計算を

使う問題に取り組も

う。

確認問題
１．計算をしましょう。
2/3×1/6÷7/9=
２．分を時間に直しましょう。
２０分は何時間ですか。
式 答え
１．文章問題をしましょう。
2/ｄℓでかべを3/5㎡ぬれるペンキ１ｄℓでは
かべを何㎡ぬれるでしょう。
図 式 答え



人の課題に生かしてい

く。

・個別に学習課題を立

・答え合わせをする。 てることで学習後の達

・間違えた問題，間違 成感を各自が十分に味

えたところを確認す わえるようにする。

る。

○学習課題をつかま

せる。 ・個人の学習課題を

立てる。

◎約分を忘れず計算しよう。

◎３つ混じった計算を正確にできるようにな

ろう。

◎文章問題をしっかりできるようにしよう。

み ２ 解決の見通し ○既習事項をもとに見 ・教室掲示を活用す ・教室掲示のどれがど

と 通しをもたせる。 る。 の問題に使えるか意識

お ・自分の学習課題に到 ・途中の約分を忘れ 付けをする。

す 達するために何に気を ない。 ・既習の計算の手順に

５ つけるか考えさせる。 ・わり算はかけ算に ついて確認をし，全体

なおす。 指導を通して理解の穴

・問題をきちんと読 埋めをする。

み図をかく。

や ３ 自力解決 ○既習事項を生かし問 ・導入問題で間違いが

っ 題を解決する。 あった児童には間違い

。て ・間違いを直し教師 を直させ丸付けをする

み ・導入問題が全部でき に見せる。 ・状況によっては間違

る た人は自分が今日のば いのあった児童をいっ

したいと思っているコ たん集め解き方の説明（

た ースをやりましょう。 し一緒に解かせる。

し ・復習問題で間違い

か ・間違いのあった人は があった児童は，最 ３口コース（①かけ算

め それを直して見せくだ 初に間違った問題の の式に直すコース②か

る さい 丸付けをします 間違った場所を克服 け算の式に直して約分。 。

間違いの答え合わせを するための問題に取 コース，③④⑤計算コ）

２ したときに，次に進む り組む。 ース）

５ コースを指示します。 時間コース，

・自分で選んだコー （①時間→分，②分→



・やっていて分からな スで学習を進める。 時間，③どちらも ④

い問題のある人はどん ⑤速さ）

どん聞いて下さい。 文章問題コース

（①数直線図コース②

図と立式コース③④⑤

図，式，計算コース

（ への手だて）C

・既習事項を想起させ

る。

・計算のしかた，立式

の仕方を想起させる。

・計算のしかたを唱え

させる。

４ まとめ（

ま

と

め

る

）

ひ

ろ ５ 自己評価を行 ・本時の学習につ ・自分の学習課題に ・自分の学習課題につ

げ う て自己評価を行わせ ついての自己評価を いてふり返らせ達成感

る る。 行う。 をもたせて，次時の意

５ 欲づけとする。

評 分数の乗法計□
算，除法計算を使

う問題ができる 表（

・処）

＜観察，プリント＞

◎問題をよく読み数直線図をかいたので式
を間違えずに立てられた。
◎途中の約分に気をつけたので正確に計算
できた。

。◎分数を使った時間の問題がよく分かった



（４）板書計画

分数のかけ算とわり算の問題に取り組もう

児童のめあて
◎約分
◎３つの計算を正確に
◎文章問題をしっかりと

１のやりかた

３つ混ざった
計算

かけ算に直す

時間２のやりかた

比べられる量÷元に

する量

３のやりかた

文章問題

◎問題をよく読み数直線図
をかいたので式を間違えず
に立てられた。
◎途中の約分に気をつけた
ので正確に計算できた。
◎分数を使った時間の問題

。がよく分かった見通し
数字をよく見る
かけ算に直す
問題を読み図をかく

確認問題
１．計算をしましょう。
2/3×1/6÷7/9=
． 。２ 分を時間に直しましょう
２０分は何時間ですか。
式 答え
１．文章問題をしましょう。
2/ｄℓでかべを3/5㎡ぬれる
ペンキ１ｄℓではかべを何㎡
ぬれるでしょう。
図 式 答え


